
公
民
館
の
活
動

現
在
、
市
内
に
は
３
０
２
の
自
治
公

民
館
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と
な
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
住
民
の
価
値
観
の
変

化
な
ど
、
地
域
の
課
題
は
多
様
化
し
て

い
ま
す
。
自
治
公
民
館
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
環
境
美
化
や
防
災
対
策
に
加
え
、

少
子
高
齢
化
に
伴
う
地
域
福
祉
へ
の
新

た
な
取
り
組
み
な
ど
、
そ
こ
で
暮
ら
す

住
民
の
一
人
一
人
が
生
活
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
輪=

助
け
合
い
の
輪

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
降
、
地
域

の
在
り
方
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

見
直
さ
れ
、
地
域
の
連
帯
感
や
住
民
に

よ
る
住
民
の
た
め
の
自
治
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
過
去
に
発
生
し
た
災
害
を

見
て
も
、
被
災
し
た
人
た
ち
に
対
す
る

支
援
物
資
の
手
配
や
避
難
所
の
運
営
な

ど
、
災
害
時
に
お
け
る
自
治
公
民
館
の

役
割
は
大
き
く
、
地
域
と
切
り
離
し
て

考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
安
全
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

自
治
公
民
館
の
果
た
す
役
割
を
考
え
、

地
域
に
こ
う
し
た
活
動
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

自
治
公
民
館
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
治
公
民
館
を
支
え
て
い
る
の
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
で
す
。
持
ち
家
だ
け
で

な
く
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

に
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
も
無
縁
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
自
治
公

民
館
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
加
入
す

る
に
は
、
地
域
の
自
治
公
民
館
長
や
市

役
所
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

身
近
な
暮
ら
し
を
支
え
る

　
　
　

�
昔
か
ら
人
々
は
身
近
な
地
域
に
住
む
人
た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
、
住
み
よ
い

環
境
や
安
心
で
き
る
社
会
を
築
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
地
域
社
会
を

取
り
巻
く
環
境
は
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
一
番
身
近
な
助
け

合
い
の
輪
の
中
心
に
あ
る
自
治
公
民
館
。
皆
さ
ん
も
自
治
公
民
館
の
役
割
を

も
う
一
度
見
直
し
、
一
番
身
近
な
助
け
合
い
の
輪
に
加
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

☎
23

−
７
１
４
６

①快適で住みよいまちづくり
　�公園や道路脇の草刈り、河川清
掃、ごみステーションの管理、
リサイクル活動など

②安全・安心なまちづくり
　�自主防災訓練や子どもの通学時
の見守り、防犯灯の設置や維持
管理など

③地域の福祉・教育の向上
　�高齢者の見守り活動や敬老会の
開催、伝統行事や民俗芸能の伝
承活動など

④�お互いの顔が見える、触れ合い
の場を提供

　�六月灯や夏祭り、十五夜、運動
会、文化祭、節分、オネッコな
どの地域の祭り、レクリエーシ
ョンの開催など

⑤�壮年部、婦人部、子ども会など
各団体の支援

　�祭りやイベントなどの共催、活
動費の助成など

自
治
公
民
館

自治公民館の果たす役割

④

⑤

①

②

③
①グラウンドゴルフ教室（一万城東部自治公民館）
②夏祭り（菖蒲原自治公民館）	 ③横市川クリーン作戦
④かせだうり（薄

すすきだに

谷自治公民館）	 ⑤敬老会（菓子野町宮島地区）
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膝の手術をしてから、思うように歩
くことができずにいますが、健康のた
めに少しでも家の周りを歩くようにし
ています。日頃から健康に気をつけて

いますが、いざとい
うときのために、こ
の安心・安全カード
があると心強いです。

地
区
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
20

世
帯
に
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
や
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
連
絡
先
、
緊
急
連

絡
先
な
ど
を
記
入
で
き
る
「
安
心
・
安

全
カ
ー
ド
」
を
５
年
前
か
ら
配
布
。
マ

グ
ネ
ッ
ト
式
の
こ
の
カ
ー
ド
は
、
自
宅

の
冷
蔵
庫
な
ど
に
貼
っ
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
し
る
し
た
地

図
を
作
成
。「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

や
行
政
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
て
た
い
。
そ

し
て
遠
方
に
い
る
家
族
に
も
安
心
し
て

市
内
で
唯
一
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運

行
し
て
い
る
有
水
地
区
。
第
13
自
治
公

民
館
で
は
、
自
治
公
民
館
だ
け
で
な
く

子
ど
も
た
ち
の
家
族
も
加
わ
っ
た
「
見

守
り
隊
」
が
、
子
ど
も
た
ち
の
登
校
時

の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。「
見
守

り
隊
を
始
め
て
、
７
年
ほ
ど
が
経
過
。

現
在
ま
で
大
き
な
事
故
も
な
く
、
子
ど

も
た
ち
が
笑
顔
で
元
気
に
通
学
す
る
姿

に
逆
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と

話
す
石
田
さ
ん
。
ま
た
、
道
端
で
会
っ

て
も
子
ど
も
の
方
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
の
成

長
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い

い
ま
す
。

公
民
館
で
は
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く

高
齢
者
の
見
守
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

高
城
地
区
第
13
自
治
公
民
館（
１
６
７
世
帯
）

館
長　

石
田
　
了さ

と
る

さ
ん

子
ど
も
と
高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

子どもの登校を見守る「見守り隊」

も
ら
い
た
い
」
と
思
い
を
語
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
高
城
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
事
業
の
中
で
、「
配
食
サ
ー
ビ

ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
年
７
回
程
度
弁
当
を
配
達
。
と
き

に
は
、
対
象
者
を
公
民
館
へ
呼
ん
で
参

加
者
全
員
で
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
や
輪
投

げ
、
ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
た
り
、
一

緒
に
弁
当
を
食
べ
た
り
し
て
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
13
（
代
表

　

小
浜
洋
子
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
が
作
っ

た
手
作
り
弁
当
。「
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
っ
て
い
る
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
お
弁
当

を
配
る
だ
け
で
は
な
く
、
話
し
相
手
や

一
人
一
人
の
健
康
管
理
、
困
り
ご
と
の

相
談
な
ど
、
高
齢
者
の
見
守
り
も
し
て

い
ま
す
」
と
話
す
石
田
さ
ん
。

こ
う
し
た
活
動
の
ほ
か
に
も
、
道
路

清
掃
の
奉
仕
作
業
や
夏
祭
り
の
開
催
な

ど
、
地
区
の
行
事
に
も
た
く
さ
ん
の
人

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
環
境
な
ど
、

第
13
自
治
公
民
館
の
良
い
と
こ
ろ
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
中
で
、
一
人

も
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

こ
れ
か
ら
も
気
配
り
を
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
と
高
齢
者

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
」
と
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

横山ナツエさん
（高城町有水）

心
強
い
味
方

「
安
心
・
安
全
カ
ー
ド
」

インタビュー
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市職員の給与・定員状況をお知らせします。
市職員の給与や定数は、民間給与実態調査に基
づいた人事院勧告を受けて定められている国家
公務員の給与などに準じて、条例や規則で定め
ています。

　◎問い合わせ
　　給与については　職員課　　　☎23―2119
　　定数については　行政改革課　☎23―7161

❸ 職員の平均給料月額および平均年齢の状況
区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 328,833円 43.3歳

技能労務職 338,226円 46.1歳

❹ 職員の初任給の状況

区　分
都城市

国
初任給 採用２年経過日

大学卒 172,200円 184,200円
本市と同額

高校卒 140,100円 148,500円

❺ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　分 経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

大学卒 272,964円 328,460円 364,812円

高校卒 225,208円 274,811円 333,607円

❻ 職員手当の状況
区　分 都城市 国

期末・　
勤勉手当

	 期末手当	 勤勉手当

全
て
本
市
と
同
じ
で
す

６月期	 1.225月	 0.675月

12月期	 1.375月	 0.675月

　計	 2.600月	 1.350月
職制上の段階などによる加算措置あり

退職手当

	 自己都合	 　定年

勤続20年	 23.5 月分	 30.55月分

勤続25年	 33.5 月分	 41.34月分

勤続35年	 47.5 月分	 59.28月分

最高限度	 59.28月分	 59.28月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置

　２～20％加算

扶養手当
配偶者� 月額13,000円
配偶者以外� 1人につき月額 6,500円

住居手当 借家� 最高月額27,000円

通勤手当
交通機関利用者� 最高月額55,000円
交通用具利用者（片道2km以上）

月額2,000円～24,500円

❶ 人件費の状況（平成22年度普通会計決算）

※�人件費には、職員給与のほか特別職や各種委員
会委員の報酬などが含まれています

❷ 給与費の状況（平成24年度普通会計予算）

※給与費とは、一般職と特別職の給与のことです

市職員の

その他
606億9,161万3千円
83.6％

給料
52億6,829万6千円
58.7％

期末・勤勉手当
18億7,845万8千円
21.0％

職員手当
18億2,352万4千円
20.3％

人件費
118億7,623万9千円
16.4％

給与・
定員状況
給与・
定員状況
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❾ 部門別職員数の状況� 【各年４月１日現在　▲は減員】

区　分
職員数 対前年

増減数 主 な 増 減 の 理 由 等
平成23年 平成24年

一
般
行
政
部
門

議　会 10 10 − 　

総　務 295 288 ▲ 7
（増）総合支所長の設置、まちづくり協議会事務
（減）�文化振興財団派遣職員の廃止、法制事務の見直し、危

機管理業務の見直し
税　務 115 101 ▲14 （減）総合支所財務事務の見直し、家屋特定作業の終了

民　生 185 174 ▲11 （増）保育所調理業務（減）総合支所健康福祉業務の見直し、年金業務の見直し

衛　生 123 123 − （増）一般廃棄物処理施設管理事務職員の欠員補充
（減）清掃工場業務の一部委託

農　水 129 129 − （増）農林関係用地業務の増
（減）高崎総合支所畜産関係業務の見直し

商　工 27 29 2 （増）ジオパーク推進連絡協議会事務局への派遣（減）観光協会派遣職員の廃止
土　木 137 139 2 （増）�東日本大震災の復興へ向けた職員派遣
小　計 1,021 993 ▲28

特
別
行
政
・　
　
　
　

公
営
企
業
等
会
計
部
門

教　育 140 134 ▲ 6
（増）中学校技術員の配置見直し
（減）�小学校技術員の配置見直し、指定文化財事務の見直

し、図書館業務委託の拡大
消　防 182 182 − 　
水　道 62 62 −
下水道 33 32 ▲ 1 （減）農業集落排水施設使用料徴収事務の見直し
その他 92 93 1 （増）国保事業収納事務の増
小　計 509 503 ▲ 6

総合計 1,530 1,496 ▲34
（注１）　�職員数は、部門別の一般職に属する職員数（教育長を含む）で、地方公務員の身分を保有する休職者や派遣職員

などを含み、臨時および非常勤職員を除いています
（注２）　�各部門は、国の調査（地方公共団体定員管理調査）に基づく分類であり、本市行政組織上の各部局と一致するも

のではありません

本市の人事制度の概況は、「都城市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、ホームページの「市政情報」≫「人事行政・職員採用」に掲載していま
すので、そちらもご覧ください。

❽ 特別職の給料・報酬の状況
区　分 給与・報酬 期末手当
市　長 940,000円

支給割合

６月期　1.40月分

12月期　1.55月分

　計　　2.95月分

副市長(総括担当) 755,000円

副市長(事業担当) 675,000円

議　長 500,000円

副議長 420,000円

議　員 400,000円

❼ 一般行政職の級別職員数の状況
区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級

主事・技師
60 人 6.1％

２級 76 人 7.8％
３級 主査 176 人 18.0％
４級 副主幹・主査 374 人 38.3％
５級 副課長・主幹 194 人 19.8％
６級 課長 80 人 8.2％
７級 部長 18 人 1.8％
計 978 人 100％

❿ 職員の処分の状況
平成 23 年度に休職処分された職員は９人で、処分理由は９人とも、病気休職となっています。
懲戒処分を受けた職員総数は１人で、処分理由は、県青少年健全育成条例違反となっています。

※�表❸～❽は、平成24年４月１日現在のものです。また、表❹、❺、❼は、一般行政職の状況です

都城市
で検索
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６
月
議
会
で
は
、
６
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
23
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

　
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

質 

太
陽
光
発
電
以
外
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

 

答 

本
市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
状
況
で
す
が
、
風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、

風
速
の
数
値
が
低
く
風
力
発
電
に
適
さ
な

い
地
域
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
導
入
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
後
の
導
入
の
可
能

性
も
低
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
水
利
権

や
水
量
確
保
の
問
題
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
地
熱
発
電
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

平
成
24
年
６
月
議
会

２４年度補正予算（2件 ）
【一般会計】� 3億　241万2千円
【特別会計】� 7,698万1千円
条例の一部改正（3件 ）　
◇�都城市印鑑登録及び証明に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
◇�都城市火災予防条例の一部を改正する
条例の制定について� ほか１件
その他 （11 件 ）
◇財産の取得について� ほか10件
諮問（1件）
◇�人権擁護委員候補者の推薦につき議会
の意見を求めることについて　　
議員提出議案（3件）
◇�「防災・減災ニューディール」による
社会基盤再構築を求める意見書
� ほか２件
請願（3件）
◇�都城市郡医師会病院建設の地元業者へ
の優先発注に関する請願書� ほか２件
報告（6件 ）
◇専決処分した事件の報告について
� ほか５件

な
設
備
に
な
る
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
物
由
来
の
資
源
を
再
利
用
し
た
施

設
と
し
て
は
、
畜
ふ
ん
を
利
用
し
た
施

設
が
２
カ
所
、
製
材
く
ず
を
利
用
し
た

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
と
焼
酎
か

す
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー

施
設
が
各
１
カ
所
稼
働
中
で
す
。
本
市

は
、
生
物
由
来
の
資
源
が
豊
富
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
、
バ
イ
オ
マ
ス
を

利
用
し
た
施
設
は
増
え
て
い
く
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
は
、

環
境
基
本
計
画
で

も
重
点
施
策
と
位

置
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
も
推

進
や
啓
発
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

◆
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
解
消
に

　
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

質
１ 

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

答
１ 

昨
年
度
の
不
登
校
児
童
・
生
徒

数
は
、
小
学
生
12
人
、
中
学
生
１
０
０

人
、
合
計
１
１
２
人
で
、
平
成
22
年
度

と
比
較
す
る
と
13
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
の
不
登
校
傾
向
に

あ
る
児
童
・
生
徒
数
は
、
４
月
現
在
小

学
生
４
人
、
中
学
生
59
人
、
合
計
63
人

で
、
昨
年
の
４
月
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
に

あ
り
ま
す
。

質
２　
不
登
校
の
原
因
お
よ
び
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２　
不
登
校
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

家
庭
の
事
情
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
友

人
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
や
非
行
な
ど
の
問

題
行
動
に
よ
る
も
の
、
生
活
リ
ズ
ム
の

乱
れ
か
ら
学
校
生
活
に
適
応
で
き
な
い

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

不
登
校
を
減
ら
す
た
め
に
各
学
校
で

は
、
定
期
的
に
い
じ
め
不
登
校
対
策
委

員
会
を
開
催
し
、
学
級
担
任
だ
け
で
な

く
全
職
員
が
、
児
童
・
生
徒
の
不
登
校

の
状
況
を
把
握
し
、
連
携
し
て
不
登
校

へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
も
、
ス
ク
ー

ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
不
登
校
児
童
・
生

徒
や
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
不
登
校

の
解
消
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。中

で
も
、
学
校
生
活
に
適
応
す
る
こ

と
が
難
し
い
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、

適
応
指
導
教
室
を
開
設
し
、
４
人
の
教

育
相
談
員
が
学
校
復
帰
に
向
け
た
学
習

指
導
や
生
活
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
第
３
回
市
議
会
が
、
６
月
４
日
か
ら
22
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
24
年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長

提
出
議
案
16
件
、
諮
問
１
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
、
請
願
３
件
（
う
ち
１
件
は

継
続
審
査
分
）、
報
告
６
件
の
合
計
29
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
請
願
１
件

が
不
採
択
と
な
っ
た
ほ
か
は
す
べ
て
可
決
、
同
意
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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◆�

学
校
給
食
に
お
け
る

　
地
産
地
消
の
状
況
に
つ
い
て

 
質
１ 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
地
産
地

消
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

答
１ 
市
内
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
前
年
度
の
地
産
地
消
の
状
況
は
、

県
内
産
の
青
果
と
肉
類
を
合
わ
せ
た
使

用
品
目
数
の
割
合
が
40
・
85
㌫
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
都
城
産
の
青

果
や
牛
肉
、
豚
肉
な
ど
の
肉
類
な
ど
の

割
合
は
17
・
88
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
２　
米
飯
用
の
米
を
地
元
か
ら
納
入

で
き
な
い
の
は
、
な
ぜ
か
伺
い
た
い
。

答
２　
学
校
給
食
で
使
用
し
て
い
る
米

は
、
県
の
学
校
給
食
会
を
通
じ
て
購
入

し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
安
価
で
価
格
が
一
定

し
て
い
て
、
一
等
米
と
二
等
米
の
優
良

米
を
安
定
的
に
供
給
し
て
も
ら
え
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
産
米
の

提
供
に
も
可
能
な
限
り
応
じ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
玄
米
と
精
米
の

段
階
で
㈶
日
本
穀
物
検
定
協
会
の
検
定

を
受
け
、
ま
た
、
設
備
の
充
実
し
た
工

場
で
精
米
し
た
米
で
あ
る
た
め
、
品
質

と
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
の
米
使
用
量
は
、
約

１
６
２
㌧
で
す
。
同
じ
量
を
同
じ
条
件

で
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
元

業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、

そ
の
場
合
、
関
係
機
関
と
の
協
議
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

◆
震
災
が
れ
き
の
処
理
に
つ
い
て

質
１　
本
市
の
清
掃
工
場
が
設
置
し
て

い
る
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
、
放
射
性
物

質
は
除
去
で
き
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
１　
排
ガ
ス
中
の
微
粒
子
の
灰
を
除

去
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る
高
性
能

の
排
ガ
ス
処
理
装
置
で
あ
る
バ
グ
フ
ィ

ル
タ
ー
で
、
排
ガ
ス
中
に
含
ま
れ
る
セ

シ
ウ
ム
は
、
99
・
９
㌫
除
去
で
き
る
と

す
る
専
門
家
の

所
見
が
あ
り
ま

す
の
で
、
本
市

の
清
掃
工
場
に

設
置
し
て
い
る

バ
グ
フ
ィ
ル

タ
ー
で
も
同
様

の
能
力
が
あ
る

と
見
込
ま
れ
ま

す
。

質
２　
最
終
処
分
場
は
、
も
と
も
と
放

射
性
物
質
の
搬
入
は
想
定
し
て
い
な
い

が
、
処
分
で
き
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
２　
広
域
処
理
の
対
象
と
な
る
廃
棄

物
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
不
検
出
ま

た
は
低
濃
度
で
、
岩
手
・
宮
城
両
県
の

安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
も
の
に
限
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
受
け
入

れ
て
い
る
自
治
体
に
お
い
て
は
、
焼
却

処
理
後
、
焼
却
灰
を
埋
め
立
て
処
理
し

て
い
ま
す
。

志
和
池
や
高
崎
、
三
股
町
の
最
終
処

分
場
に
つ
い
て
は
、
震
災
前
に
開
設
し

て
い
る
の
で
、
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

の
も
の
に
つ
い
て
だ
け
が
、
一
般
廃
棄

物
と
し
て
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
１
０
０
ベ
ク
レ
ル

を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
想
定
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
処
理
で
き
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
仮
に
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
終
処

分
場
周
辺
の
住
民
の
ご
理
解
が
第
一
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆
都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
の

　
将
来
像
に
つ
い
て

 

質　
都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
の
将
来

像
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
た

い
。

 

答 

現
在
の
市
の
構
造
的
な
課
題
と
し

て
、
南
部
地
域
で
は
人
口
が
増
加
し
て

い
る
も
の
の
、
北
部
地
域
で
は
減
少
し

て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
北
部
地
域
の
雇
用
の

場
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
一
番
の

近
道
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
し
い
企
業
が
進
出
す
る

こ
と
で
、
産
官
学
や
産
業
間
の
連
携
な

ど
が
図
ら
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

も
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

将
来
、
都
城
志
布
志
道
路
が
都
城
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
接
続
す
る
こ
と
で
、

こ
の
工
業
団
地
の
魅
力
も
増
し
、
サ
ブ

シ
テ
ィ
エ
リ
ア
の
将
来
性
が
高
ま
る
と

思
い
ま
す
。

そ
の
活
性

化
の
起
爆
剤

と
し
て
、
イ

ン
タ
ー
工
業

団
地
の
造
成

と
企
業
誘
致

を
し
っ
か
り

進
め
て
い
き

た
い
と
考
え

ま
す
。傍聴においでください

市議会は、３月、６月、９月、12 月の定例会や臨
時会で、市民の生活に関係の深い議案や請願などを
審議します。

傍聴席は、市役所西館６階にありますので、ご自
由においでください。
　ＢＴＶケーブルテレビのチャンネルと録画放送の
開始時間が変更になりました。チャンネルはデジタ
ル121ch、時間は22時から20時に変更しました。
◎問い合わせ　議会事務局　☎23-7869

整備が進む都城インター工業団地
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